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論文内容要旨
 目的と方法
 精神分裂病者の注意機能の障害は古くから記述されてきた。近年注意障害ないし情報処理障害
 が,精神分裂病における種々の症状の基礎をなすものであるとの仮定から研究が行われている。
 注意機能と密接に関連する領域として眼球運動の研究があり,とくに滑動性追跡眼球運動smooth
 pursuiteyemovements,SPEMの障害が精神分裂病者に高率に出現することが知られている。
 しかしこの障害の成因について注意障害説が有力であるが,いまだ不明な点が多い。SPEMは
 振り子のようにゆっくり単振動する視標を眼で追跡する時に生じる滑らかな運動であるが,正常
 者では円滑な美しい正弦波形を描くのに,分裂病者では急速眼球運動成分である衝動性眼球運動
 が重畳してギザギザした追跡波形を示す。そこで著者は,分裂病者のSPEM障害における衝動性
 眼球運動の出現機序と注意機能との関連を調べるために,以下に述べる新手法を用いて研究した。
 1)滑らかに動く点滅光点を視標として用い,この異常を増幅・拡大して観察した。2)眼球と視
 標の位置関係に着目し,視標と眼球の位置のずれと衝動性眼球運動出現の関係を調べた。
 3)SPEM障害で出現する衝動性眼球運動と,閉険時,開険・固視時fixationofeyesで出現
 する衝動性眼球運動との出現様式の異同を検討した。検査方法は,頭部を固定した被験者に,追
 跡視標として陰極線オシロスコープ光点を用い,0.5Hzの正弦波で水平方向に駆動して追跡させ
 た。眼球運動は両側眼窩外縁に記録電極を装置して眼球電図を記録した。
 結果と考察
 点滅光点を用いると,分裂病者では正常者より有意に衝動成分が増加したが,正常者でも点滅
 光点追跡と同時に暗算を行わせて視標への注意の集中を防げると,分裂病者にみられたSPEM
 障害と類似しだ追跡波形を示した。このことから分裂病者ではもともと注意の集中力障害の存在
 することが推測された。分裂病者では点滅光点を追跡させると,視標と眼球の位置のずれ(とく
 に眼球の遅れ)が著しくなり,視標の速度や位置にたいする予測能力の障害が顕在化し,ずれが
 大きいほど著しい衝動成分の増加を示した。この増加の一因として,視標と眼球の位置のずれを
 補正するために衝動性眼球運動が出現していることが推測された。つぎに視標追跡作業で出現す
 る衝動性眼球運動と,閉険時や開険・固視時で出現する衝動性眼球運動の関係を調べた。分裂病
 者では正常者と比較して全ての条件で衝動性眼球運動出現が多く,衝動性眼球運動の抑制障害が
 全条件に共通して存在することが明らかとなった。このことは,分裂病者における中枢神経系に
 抑制機能障害が存在することを示唆するものである。とくに注意集中が困難な条件ほど衝動性眼
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 球運動の抑制が困難であることから,注意集中の障害と中枢神経系における抑制機能障害との密
 接な関連が推測された。分裂病者のSPEM障害における衝動性眼球運動出現機序に関する著者
 の結果は,注意集中の障害と関連する予測能力の障害の結果生じる視標と眼球の位置のずれの補
 正のためのものと,衝動性眼球運動の抑制障害によるものが,分裂病者のSPEM障害において
 双方とも役割を演じている可能性を示唆するものであった。そこで,分裂病者にみられた予測能
 力の障害として表わされる注意集中の障害と衝動性眼球運動の抑制陸害とは,中枢神経系におけ
 る抑制機能障害の観点から把え,その神経生理学的背景を考慮することによって統一的に理解で
 きる可能性があることを示した。すなわち以前から精神分裂病に仮定されてきた覚醒水準の過度
 覚醒状態hyperarausalstateは,中枢神経系の抑制機能障害と表裏をなすものと考えられ,
 分裂病者の注意障害を説明しうるものだからである。しかし,この過度覚醒状態はいまだ大まか
 な仮説であり,その詳細は知られていない。これに関連した本研究の結果について述べると,分
 裂病者のSPEMにおいて視標と眼球の位置関係からみると,右方向運動時では,左方向運動時
 と比較して相対的に位相の進みを示す者が多いことを明らかにした。この所見は,従来から知ら
 れている賦活された一側大脳半球の反対側へ眼球が反射的に側方運動を起こすという事実から推
 測すると,分裂病者の左半球が過度に賦活された状態にあることを示唆するものであり,分裂病
 に仮定されてきた過度覚醒状態を具体的に検討する手がかりの1つになるものと考えられた。
結論
 精神分裂病者におけるSPEM障害が注意機能の障害と密接に関連することを示し,この注意
 機能の障害は中枢神経系の抑制機能障害から説明しうるものであり,その神経生理学的背景とし
 て中枢神経系の過度覚醒状態が推測された。さらに精神分裂病者に左半球の過度覚醒状態が存在
 する可能性を示す所見を呈示し,今後の研究の手がかりの1つになることを指摘した。
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プ 審査結果の要旨
 精神分裂病の成因については未だ不明な点が多いが,近年注意障害,認知障害,情報処理障害
 などの基本的な障害が症状形成の背景として重要視されてきている。
 本論文は,人間の認知機能のうえで重要な眼球の運動の観察をとおして,分裂病者の注意機能,
 認知機能などを精神生理学的に研究しようとしたものである。方法としては,眼前に設置したブ
 ラウン管オシロスコープ(CRO)の光点を正弦波で駆動して水平移動させ,これを追跡するさい
 の眼球運動(滑動性追跡眼球運動,SPEM)を眼球電図として記録した。また閉険時および静
 止した視標を固視したときの自発性眼球運動も併せて観察した。
 分裂病者ではSPEMに衝動成分(急速な眼球運動)が正常者よりもはるかに多数重畳すること
 が従来から知られており,これは分裂病者が非随意性注意障害を有するためとされている。著者
 はCRO光点を人為的に点滅させると,この分裂病者のSPEM障害をいっそう増強して観察でき
 ることを発見し,点滅光点法をルーチンに併用して,従来の知見をいっそう確実にした。
 また,従来別個に研究されていた閉険時あるいは視標固視時の眼球運動を,同一被検者につい
 てSPEMと平行して観察した。分裂病者では閉険時眼球運動にも自発性の衝動成分の出現率が
 高いことが知られており,これは分裂病者に中枢神経機能の過度覚醒状態が存在するためと推定
 されてきた。著者らは,閉険時の衝動成分がSPEMのそれと密接な関係にあることを見出し,衝
 動成分の出現機序として,過度覚醒のほかに注意障害(注意の散乱)の役割を推定した。
 なお,従来注目されていなかった視標追跡方向と眼球運動との関係に着目し,分裂病者では右
 方向への追跡時に眼球が視標(光点)よりも先行し,正常者とは反対の傾向を示すことを発見し
 た。そしてこれは分裂病者における左半球過度賦活仮説を支持するものと考察した。
 以上の結果から著者は,分裂病者におけるSPEM障害は注意機能障害と密接に関係しており,
 注意障害は中枢神経系の抑制機能障害からある程度まで説明しうるものと考えた。また分裂病者
 における左半球障害仮説も今後検討に値することを示した。
 このように,本論文は精神分裂病の病態生理に多くの知見を加え,また眼球運動記録の臨床へ
 の応用の可能性を示唆しているすぐれた研究論文であり,学位授与に値するものと考える。
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